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湿潤堅牢性の測色学的評価
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被　　 服

（ 目的〉長さの異なるアルキル基を有する酸性アソ染料のナイロンに対する均染性と湿潤

堅牢性､を定量的に明らかに評価することを目的とする。すでに報告した同染料の染着性に

及ぼすアルキル鎖長の影響を（ 平成３年度繊維学会秋季研究発表会）との関連で議論する。

〈方法〉回転ポット染色試験機MINI COLOUR  （ テクサム技研）を用いて、染色布と未染色

布とを同時に移染処理し、高速分光光度計CMS-500  （ 村上色彩技研）を用いて測色評価し

た。

《結果）同一染料濃度（3％o. ≪.f.）で染色したナイロン布の　CIE表色系の主波長は、染料

分子へのアルキル基導入により短

波長移動し、色相も変化した。ま

た主波長における　K/S値は、アル

キル鎖炭素数６以上で直線的に大

きくなった。

移染率で評価した均染性はアル

キル鎖長が短い方が高く 図1 ）、

脱着率で評価した湿潤堅牢性はア
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ルキル鎖長が長い方が高く 図2 ）、　０

これらの性質を定量的に評価する

ことができた。
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イ メ ー ジ ス キ ャナ によ る 色 彩 評 価 の 有 用 性 につ い て
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目 的： 生 活 の 場 を 形 成す る一 要m で あ る 「 色 」 は ヒ ト の感 情 や 行 動 と 密 接 に 係る 事 象 で あ る が 、 洗

浄 、 漂 白 そ の 他 の 被 服整 理 にお い て の 処 理 効 果 を 客観 的 に かつ 簡 便 に評 価す る た め に 反 射 率 や 色 彩

の測 定 値 を利 用し て き た。 色 彩 評 価 の 方 法 は 複数 の 様式 が規 格 化 さ れ、 実用 さ れて い る 。 本 報 告 で

は パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ータ の周 辺 機 器 と し て 汎 用 さ れて い る イ メ ージ ス キャ ナ か ら 取 り 入 れ た 色 彩

情 報 を 相 互 に 換 算し。 一 般 の測 色 機 の デ ー タ と 比 較 し て そ の特 徴 を 調 べ、 洗 浄そ の 他 の 処 理 効 果 の

判 定 に お い て の有 用性 を検 討 し た 。

実 験 装 置： ① パソ コ ン ・ イ メ ー ジ ス キャ ナ 装 置　　 イ メー ジ ス キャ ナ（ エ プ ソ ン,   GT-1000), パ ソ

コ ン（NEC 9801 DAU2). フ レ ー ム ボ ード （ デ ジ タ ル ア ーツ 社　 バ イ パ ー フレ ー ム+  ）　 ② ホト ボ ル

ト 比 色 計（ 東 洋 精 機 ）　 ③色 彩 色 差 計（ ミ ノ ル タ　CS-100 ）

結 果： イ メ ージ ス キャ ナ に よ る 色 彩 評 価 で は 一 般 の測 色 機 器 と 比 較 し て 、 色 によ り 若 干 の 偏 り が見

出さ れ た 。 ホト ボ ルト 比 色 計 と の 比 較で は 、 ① 明 度　 全 体 に や ゝ 低 い　 ②色 相　 緑 色 系 統 の 色 と 紫

色 の一 部 は 一 致 が良 好 で あ る が 。 そ の 他 は 幾 分 低 角 度 に出 現 し た　 ③彩 度　 や ゝ 大 き い 事 例 が多 い 。

彩 度 が よ り 明 確 に 表 示 さ れ る こ と から 微 細 な 色 差 を 評 価 し や す く 、 必 要 な 修 正 を加 え る こ と に よ

り　洗 浄 そ の 他 の 処 理 の 評 価 に有 効 に利 用 す るこ と が 可 能で あ る 。
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